
つちつちつちつちねんどでねんどでねんどでねんどで    ペタペタペタペタペタペタペタペタ    ムニュムニュムニュムニュムニュムニュムニュムニュ            ―「 A 表現（１）」― 

                                ～体全体を使って土粘土の感触を楽しむ～ 

                         広島市立東野小学校    山田 裕美 

                                                       

１１１１    日時日時日時日時・・・・場所場所場所場所   平成２４年 １１月 ２２日(木)  生活科室 

２２２２    学年学年学年学年・・・・組組組組    第１学年３組（男子１４名 女子１４名 計２８名） 

３３３３    題材題材題材題材についてについてについてについて    

○ 本学級の児童は，自分の表現に対して，自信をもつことができる児童と，上手かどうかが気になり

自信がもてない児童がいるが，表現意欲は高い。全体的には，物事に一生懸命に取り組もうとし，最

後まで頑張る児童が多い。表現の過程においては，自分の表したいものを発想したり構想したりする

のに時間がかかり，声かけを必要とする児童がいる。しかし，友だちと関わることで，造形的な活動

を思い付くことのできる児童が多い。創造的な技能については，これまで経験してきた材料・用具を

安全に使うことはできるが，体全体の感覚を働かせて使うことのできる児童は少ない。鑑賞に関して

は，友だちの表現が途中の作品や完成した作品をわくわくしながら見合う姿が多く見られ，全体鑑賞

では，お店屋さんになりきって友だちに自分の作品の説明をしたり，見た感想を伝えたりすることは

できる。 

○ 本題材は，土粘土の感触を体全体を使って十分に味わいながら，思い思いにやってみたいことを試

してみるという造形あそびの活動である。土粘土の原料である土は，地球の様々な生命を支える母で

あり，児童にとって身近な存在で心が開放される素材である。土粘土の特徴としては，２つ考えられ

る。１つ目は，可塑性があり，児童の感覚や気持ちに合わせて形が変わりやすいので，児童は失敗を

恐れず取り組める。２つ目に，水を与えるとつるつるやぬるぬるの感触を，粘度が整っているもので

あればすべすべの感触を味わうことができる。２つの特徴を生かして，土粘土を並べたりつないだり，

積んだりのばしたり，ちぎったりなどすることで，体全体の感覚を働かせて思い付いたことを自由に

試す活動をねらう。また，土粘土と触れ合うことは心の開放につながり表現への意欲を育てる手がか

りとなると考え，本題材を設定した。 

○ 指導に当たっては，土粘土の量に着目できるよう導入を工夫して児童と土粘土を出会わせ，活動へ

の意欲をもたせるようにする。児童が体全体の感覚を働かせて思い付いたことを自由に試せるように，

全体で２００㎏の土粘土を用意する。広い場所で，はだしや汚れてもよい服装で活動し，思いきって

体全体の感覚を働かせられるようにしたい。土粘土の可塑性を保つために事前に粘土の管理をし，活

動中にも必要であれば霧吹き器やぬれたぞうきんで調節していく。ただし，水分を含むと土粘土が滑

りやすくなるため，児童の安全面に配慮する。活動中は，児童が土粘土をどうとらえているかに着目

し積極的に声をかけて，児童の思いを認めて活動を広げ，自分の表現に自信がもてるようにする。ま

た，土粘土をみんなで使うようにし，側でお互いの活動を見合うことで，発想や構想を広げたい。土

粘土の固まりをみんなで手を伸ばして使うことで，お互いの手の動きの中から現れる新たな感触や抵

抗感，形の変化を味わわせたい。活動後は，お互いに土粘土で試したことを見合い，友だちの表現方

法や土粘土との関わりを感じるようにする。後片付けは，「土粘土の山をつくろう」と題し，造形遊び

の楽しい雰囲気を壊さないよう，土粘土を丸めたり転がしたりと工夫して行いたい。 

 

４４４４    題材題材題材題材のののの目標目標目標目標    

○土粘土の感触を体全体で楽しみながら，思い付いたことを試してみる。 

    

５５５５    題材題材題材題材のののの評価規準評価規準評価規準評価規準    

 ア造形への関心・意欲・態度 ウ創造的な技能 

題
材
の 

評
価
規
準 

土粘土の感触を，体全体で楽しみながら，造形的な

活動に取り組もうとしている。 

 手や足や体全体の感覚を働かせて，土粘土を並べた

り，つないだり，積んだりするなど方法を工夫してい

る。 



６６６６    指導指導指導指導とととと評価評価評価評価のののの計画計画計画計画（全２時間） 

時
間 学習活動 

学習活動における具体の評価規準等 

評価規準 

評価方法 

十分満足できると 

判断される状況 

努力を要する 

状況への手立て 

第
一
次 (

２ 

時
間 

本
時
１
／
２
） 

・土粘土の感触を，体全体

で楽しみながら，思い付

いたことを試してみる。 

 

 

 

 

 

 

 

・土粘土の山をつくる。 

ァ 

(観察) 

 

 

ゥ 

(観察） 

(造形物) 

 

・土粘土の感触を，体全体で楽しみな

がら，造形的な活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

 

・手や足や体全体の感覚を働かせて，

土粘土を並べたり，つないだり，積

んだりするなど様々な方法を工夫

している。 

・広い場所を用意し，はだし

や汚れてもよい服装で活

動が思い切ってできるよ

うにする。 

・積極的に声をかけて，児童

の思いを認め活動を広げ

ていきたい。 

・土粘土をみんなで使うよう

にし，側でお互いの活動が

見合えるようにする。 

 

 

７７７７    本時本時本時本時のののの目標目標目標目標    

○土粘土の感触を体全体で楽しみながら，思い付いたことを試してみる。    

８８８８    準備物準備物準備物準備物 

        （指導者）土粘土(200㎏)，水(霧吹き器)，ぞうきん，粘土きり，ブルーシート 

（児 童）手ふきタオル，よごれてもよい服装 

    

９９９９    本時本時本時本時のののの展開展開展開展開    

学習活動 ○教師の支援 ★努力を要する児童への支援 評価規準・評価方法 

１ 土粘土と出会う。 

・ 与えられた土粘土の山を見なが

ら，どんな活動ができそうか考え

る。 

         

 

２ 思い付いたことや，気がついた

ことを試しながら，活動をする。 

・並べたりつないだり，積んだりの

ばしたり，ちぎったり足でふんだ

りするなど，思い思いに楽しんで

活動する。 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のふりかえりをする。 

 

 

４ 簡単に後片付けをする。 

 

○土粘土との出あいを大切にし，学習意

欲を高める。 

○土粘土を使うときのルールを確認す

る。 

 

 

○活動が広がり，他の友だちと一緒に活

動することも認める。 

○土粘土が乾いてきたら，霧吹き器を使

って可塑性を保つ。 

○土粘土が滑りやすくならないよう，児

童の安全面に配慮する。 

★広い場所を用意し，はだしや汚れてもよい服

装で活動が思い切ってできるようにする。 

★積極的に声をかけて，児童の思いを認め活動

を広げていく。 

★土粘土をみんなで使うようにし，側でお互い

の活動が見合えるようにする。 

 

○自分とは違う表現についての言葉を

大切にする。 

 

○次時のために，土粘土を簡単にまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ァ (観察) 
 

 

 

ゥ (観察） 

(造形物)                

 

めあてめあてめあてめあて        からだぜんたいでからだぜんたいでからだぜんたいでからだぜんたいで，，，，おもいついたことをためしてみようおもいついたことをためしてみようおもいついたことをためしてみようおもいついたことをためしてみよう。。。。    



つちねんどでつちねんどでつちねんどでつちねんどで    ペタペタペタペタペタペタペタペタ    ムニュムニュムニュムニュムニュムニュムニュムニュ                ―「A 表現（1）」― 

                                    ～体全体を使って土粘土の感触を楽しむ～ 

                           広島市立東野小学校    山名 啓子                                                        

    

１１１１    日時日時日時日時・・・・場所場所場所場所   平成２４年１１月２２日(金) ９：５５～１０：５５ ピロティー 

    

２２２２    学年学年学年学年・・・・組組組組    第１学年４組（男子１５名 女子１２名 計２７名）                                 

    

３３３３    題材題材題材題材についてについてについてについて    

○  本学級の児童は，図画工作科の学習をとても楽しみにしており，材料集めなどを進んで行いながら

意欲的に取り組むことができる。造形遊びの場面では，多くの児童は，すぐにつくりたい物がうかん

できて活動ができるが，何をしたらよいのかなかなか思い浮かばず，周囲の児童の活動をしばらくな

がめた後まねをする児童や，思いきって活動をすることができない児童が数名いる。また，材料や用

具を使って表し方を工夫できる児童と，材料や用具をそろえることができても，十分に使いこなすこ

とができず，表現が広がりにくい児童がいる。図画工作科でつくった作品や，キラリンタイムでの作

品などを興味をもって楽しくみることができている。また，短いことばではあるが，表現の面白さや

色の使い方などの感じたことを友だちと話し合ったりできる。 

○  本題材は，土粘土の感触を体全体を使って十分に味わいながら，思い思いにやってみたいことを試

してみるという造形あそびの活動である。土粘土の原料である土は，地球の様々な生命を支える母で

あり，児童にとって身近な存在で心が開放される素材である。土粘土の特徴としては，２つ考えられ

る。１つ目は，可塑性があり，児童の感覚や気持ちに合わせて形を変えることができるので，児童は

失敗を恐れず取り組める。２つ目に，水を与えるとつるつるやぬるぬるの感触を，粘度が整っている

ものであればすべすべの感触を味わうことができる。２つの特徴を生かして，土粘土を並べたりつな

いだり，積んだりのばしたり，ちぎったりなどすることで，体全体の感覚を働かせて思い付いたこと

を自由に試す活動をねらう。また，土粘土と触れ合うことは，心の開放につながり表現への意欲を育

てる手がかりとなると考え，本題材を設定した。 

○  指導に当たっては，粘土の山に積極的に働きかけることができるように配慮し，活動の楽しさを味

わわせたい。何をしたらよいのかなかなか思い浮かばない児童も，広い場所で行うことにより友だち

の活動を見ながら活動ができる。また，よごれてもよい服装ではだしで行うことにより活動に制限が

加わらず，思い切ってできるようにする。土粘土への働きかけが少なく活動や表現がなかなか広がら

ない児童には，指導者が「ペタペタしてみよう」「ムニュムニュしてみよう」などの声をかけ一緒に行

い，安心して粘土に働きかけられるようにしたい。粘土の固さや軟らかさが活動を左右するため，事

前に粘土の管理を行い，必要であれば活動中に水（霧吹き器）やぬれぞうきんで調節できるようにす

る。たくさんの土粘土を貸していただくことに感謝しながら，思いきり「楽しむ」ことができるよう

に声をかけたい。さらには，次に使用するクラスのためにもう一度，粘土の山をつくる活動をし，材

料を大切にすることや次の人のために使いやすい状態にしておくことなどを，教えていきたい。 

 

４４４４    題材題材題材題材のののの目標目標目標目標    

○土粘土の感触を体全体で楽しみながら，思い付いたことを試してみる。 

    

５５５５    題材題材題材題材のののの評価規準評価規準評価規準評価規準    

 ア造形への関心・意欲・態度 ウ創造的な技能 

題
材
の 

評
価
規
準 

土粘土の感触を体全体で楽しみながら，造形的な活

動に取り組もうとしている。 

手や足や体全体の感覚を働かせて，土粘土を並べたり，つ

ないだり，積んだりするなど方法を工夫している。 

    



６６６６    指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画（全２時間） 

時
間 学習活動 

学習活動における具体の評価規準等 

評価規準 

評価方法 

十分満足できると 

判断される状況 

努力を要する 

状況への手立て 

第
一
次 

 
(

２
時
間 

本
時
１
／
２
） 

・土粘土の感触を体全体で

楽しみながら，思い付い

たことを試してみる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・土粘土の山をつくる。 

ア 

（観察） 

 

 

 

 

ウ 

（観察） 

（造形物） 

・ 土粘土の感触を体全体で楽し

みながら，造形的な活動に意

欲的に取り組もうとしている 

 

 

 

・ 手や足や体全体の感覚を働か

せて，土粘土を並べたり，つ

ないだり，積んだりするなど

様々な方法を工夫している。 

 

・よごれてもよい服装ではだし

で行うことにより，思い切っ

て活動できるようにする。 

・広い場所で行うことにより，

友だちの活動を見ながら活動

ができるようにする。 

・なかなか取りかかれない児童

には，声をかけ一緒に活動を

する。 

・友だちと並べたりつないだり

してみるように声をかける。 

 

    

７７７７    本時の目標本時の目標本時の目標本時の目標    

土粘土の感触を体全体で楽しみながら，思い付いたことを試してみる。 

    

８８８８    準備物準備物準備物準備物 

        （（（（指導者指導者指導者指導者））））土粘土（２００㎏） 水（霧吹き器）  ぞうきん 粘土切り ブルーシート  

（（（（児児児児    童童童童））））手ふきタオル よごれてもよい服装 

    

９９９９    本時本時本時本時のののの展開展開展開展開    

学習活動 ○教師の支援 ★努力を要する児童への支援 評価規準・評価方法 

１ 土粘土の山と出会う。  

・与えられた土粘土の山を見なが

ら，どんな活動ができそうか考え

る。 

 

         

２ 思い付いたことや，気がついた

ことを試しながら，活動をす

る。 

・並べたりつないだり，積んだりの

ばしたり，ちぎったり，足でふん

だりするなど，思い思いに楽しん

で活動をする。 

 

 

 

３ 学習のふりかえりをする。  

 

 

 

４ 簡単に後片付けをする。 

 

○土粘土との出会いを大切にし，学習

意欲を高める。 

 

   

 

     

○ 思い付いたことを，どんどん試し

てみるように声をかける。 

★広い場所で行い，友だちの活動が見

えるようにする。 

★よごれてもよい服装ではだしで行

い，思いきって活動できるようにす

る。 

★活動が停滞している児童に声をか

ける。 

 

○活動中の子どもたちの気づきや感

想を評価し，発表への意欲づくりを

しておく。 

 

○次時のために，土粘土を簡単にまと

める。         

 

 

 

 

  

 
 

ア（観察） 

 

 

ウ（観察） 

（造形物） 

        

 

めあてめあてめあてめあて    からだぜんたいでからだぜんたいでからだぜんたいでからだぜんたいで，，，，おもいついたことをためしてみようおもいついたことをためしてみようおもいついたことをためしてみようおもいついたことをためしてみよう。。。。   


